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④教育からのニーズをＩＴで実現

学都仙台サテライトキャンパス公開講座

『教育情報学研究の最先端』

東北大学大学院教育情報学研究部

ためかわ　ゆう　じ

爲川　雄二

http://www.ei.tohoku.ac.jp/tamechan/
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本講義の構成

• 私の研究：ＩＴを使った発達障害児者支援
– 主な対象：知的障害（精神薄弱）、自閉症、
軽度発達障害（学習障害、注意欠陥多動性障害など）

– 教育・福祉・情報工学の専門家らとの共同開発

• 開発例を数点紹介

• このような開発ができた背景を、私自身の
背景（経歴）から考察

• 教育からのニーズをＩＴで実現するために

• その他、普段私が心がけていること
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本日紹介する研究例

• 障害児教育（特別支援教育）関連の
研究者や教員との共同開発
– インターネットでできる各種チェックリスト等

• 言語聴覚士（Speech Therapist）との共同開発
– パソコンでできる失語症者向け訓練ソフト

– 軽度発達障害（ＬＤ、ＡＤＨＤ）向け学習ソフト

• その他「教育」と「ＩＴ」に関連した、
最近の興味
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参考ＵＲＬ

http://www.jasssdd.org/
日本発達障害支援システム学会ＨＰ

（本日紹介したチェックリストが閲覧できます）

http://www.jslhd.org/
日本聴覚言語障害学会ＨＰ

（私が管理者しております）
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その他、インターネットもの

• 知的障害児向け電子メール擬似体験
– キーワードは「メディア・リテラシー」
（学習指導要領で言うところの「情報活用能力」）

– 新しい伝達手段としてのインターネット
• 新しいものを問題視するだけでは避けて通れない

• 運転免許で言えば 「教習所」 が必要
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完成品

CD-ROMと添付書類　　　　　サポート用Webサイト
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本人と家族の感想
 患者Ａ（60 歳・男性） 患者Ｂ（44 歳・男性） 

1. 使用頻度 週に１～２回程度 週に３回程度 

2. 一人で使用？ いつも一人で使用 いつも一人で使用 

3. 使用方法の習得 少し時間がかかったが 
覚えられた すぐ覚えられた 

4. １回の練習時間 15 分以内 15 分以内 

5. 主に練習した課題 文章 ２文節文 

6. 主な課題提示方法 ゆっくり ふつう 

7. システムの感想 
とても良かった（パソコンの練
習をかねてできる） 

まあまあ良かった 

8. 日常生活での変化
特に大きな変化はないが、自分
の聞き取りの傾向についていろ
いろ気付くようになった。 

会話ができるようになった。妻
が本人の意思を受け取れると
OK と返事をするようになった。

9. その他の感想・ 
要望 

いろいろな人の声（複数話者）
で聞けたり、課題数がもっと多
いと、より練習できると思う。 

変わったように思う。 
ことばで応答する部分で、きち
んと言わなくても次に行ってし
まう。 
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その後

• 軽度発達障害児への応用
– 学習障害 （Learning Disorder）
– 注意欠陥多動性障害
（Attention Deficit / Hyperactive Disorder）

– 高機能自閉症 （High Function Autism）

– 人の話を注意深く聞き、理解する
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児童向けへの改良点

• １台のパソコンで複数の子どもが学習
– マルチユーザ対応

– ユーザごとの設定と学習結果を保存

• 学習終了の見通しが持てるように
– 学習の進行度合いを視覚化

• 飛ばしたい段階は飛ばせるように
– じっくり聞いて欲しいけど、
しつこくは聞かせられない
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研究・開発の流れ（模式図）

現
場
の
専
門
家

技
術
の
専
門
家

①希望・ニーズ

「こんなソフトを」

わ　

た　

し

②より具体的な仕様

③試作品の提供

④試作品の説明と

改善点の提案

⑤改善点の指示 （技術的な問い合わせ）

⑥完成
⑦完成品の説明
（手引き書など）
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なぜ、

このような共同開発が

できたのか？
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履歴書的な経歴

• 1970年8月 栃木県生まれ

• 1994年3月 東京学芸大学　教育学部　卒業
（言語障害児教育専攻）

• 1996年3月 東京学芸大学大学院　修士課程　
教育学研究科　修了
（障害児教育専攻）

• 1999年4月 東京大学大学院　医学博士課程　
医学系研究科　単位取得退学
（旧称「音声言語医学研究施設」）

• 1999年4月 東京学芸大学の発達障害相談

• 2002年4月 某私立大学で講師（学科は栄養学）

• 2003年4月 東北大勤務
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大学・大学院時代の研究

• 実験系心理学 （実験音声学）

– 聴覚・言語障害児教育

– 乳幼児期における音声言語（話し言葉）の発達

– 成人の第二言語獲得（知覚と生成の関係）　など

※統制された実験 コンピュータ制御

– 卒業論文のタイトル「乳児の韻律知覚能力に関する研究」

– 修士論文のタイトル「母語における高頻出語および低頻出語に

　　　　　　　　　　　　　対する日本人乳児の反応に関する研究」
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学生時代の境遇

• 東大音声研というところ
– 医学（耳鼻咽喉科学・リハビリテーション学）、
工学（音響学・情報学）、文学（言語学・心理学）、
教育学、芸術学（声楽）

• 時代の背景
– 研究室がＩＰ接続、ＷＷＷブーム

• 個人の背景
– 貧乏学生 娯楽の模索

ＨＰ作り、メール、チャット　など
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大学院中退以後

• 非常勤職員～某大学専任講師

– 発達障害児・者支援（教育相談）

– より体系的な支援を検討 情報技術を活用！

– 主に某大学の情報工学の専門家と共同研究

• ［計算機の専門家］

　　　　と

［教育の専門家］ の間の壁 （スキマ）
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東北大学にて

• ｅラーニング支援
（Internet School of Tohoku University）
– 「ＩＳＴＵチュートリアル」 などの手引き書

– 医学系研究科の支援

• 「壁」「スキマ」を再確認
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学際的な環境でした

〔interdisciplinaryの訳語〕 [int´r di!siplin´ri]

　いくつかの学問の領域にまたがること。

「学際的研究」

いくつかの学問分野にまたがる現象（問題）
を究明し解決するために要請される、関係
諸科学による協同的・総合的研究

（三省堂『新明解国語事典（第五版）』より）
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すき間の具体例
• 技術者から見た教育者

– どうシステムに実装したらいいか分からない提案

– 要求内容が明示されていない

– そもそも、やりたい事が体系立っていない
（矛盾だらけ 条件分岐が不可、永久ループ）

• 教育者から見た技術者
– 何も作っていない段階で「ダメ」って言わないで！

– 技術的な専門用語を分かるように説明して！

– 「簡単」のレベルが違う？

– 高度な技術を提供されても、扱えない
• 使う側の反応をもう少し想定して！
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具体例

• 「とにかく、できるまで何度でもやらせる」
– できなければ、永遠に同じ課題を繰り返す
（永久ループ、無限ループ）

• 「できなかったら、より易しい課題を出して」
– パソコンに課題の難易度判断機能はありません
（予め難易度の情報を入れておく、または
難易度判断のソフトを組み入れる 無理）

• 「正解したら、子どもが喜ぶ動画を出して」
– 子どもが喜ぶ動画って、具体的には何ですか？
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会話例
経営者 「ざっと説明させていただいたように、現在、顧客と帳票でやって

いるこの一連の流れをインターネットのホームページで置き換え
たいのだが」

ベンダー 「分りました。すでに社内ＬＡＮは構築されていますので、サーバー
等の導入は不要ですね。ただ、データーベースを使う必要があり
ますので、SQLサーバーの導入が必要となります。」

経営者 「SQ．．．何だって？」
ベンダー 「SQLサーバーです。それから開発ですが、通常のHTMLでやる

わけにはいかないのでASPでの開発になります。」
経営者 「A．．．何だって？」
ベンダー 「ASPと言いましてActive　Server　Pagesの略です。あと顧客と

の情報のやり取りにSSLが必要になると思いますが128bitでよろ
しいですか？」

経営者 「？？？」

オールアバウト『企業のＩＴ導入』より「ITコーディネータってどんな人？」
（http://allabout.co.jp/career/corporateit/closeup/CU20030329A/）
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私なりのやり方

• 体系化されていないニーズ
– 「とりあえず、理屈をこねる前に物を作って試してみよう」

（ソニー・テープレコーダー事業部）

– おおよその見当（こういうことかな？）をつけて、
ひとまず試作品を作って見せる

• ニーズと具体物の相違から、互いの誤解が見える

• 解決すべき点が見えてくる 体系化

• 技術的には高水準でも、
ユーザからの見た目・操作性は低水準に

• 使い方をまとめて「手引き書」を必ず作る
– 簡単なもので良い
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低水準が逆にいい
概念は現実を切り取る刀のようなものだ。

刀としての概念にも刃の鋭利なものと鈍いものとがある。

あまりに鈍ければ、もちろん役には立たない。

一方あまりに鋭いコンセプトも普及に向いていないこともある。

使い方がうまい場合には、少し鈍めのコンセプトの方が効力を発揮
することがある。（中略）

概念をつくる際に心がけたのは、新奇な鋭さを売り物にした概念で
はなく、少々鈍くても使いこなすことが容易な概念にすることであった。

この本でキーコンセプトとしている「スタイル」も、日常的に使われて
いる言葉であり、鋭さで言えばさほどのものではない。

しかし、研究者の意識の鋭さがそのまま反映された概念が、必ずし
もよい概念とは言えない。

（斎藤孝 『「できる人」はどこがちがうのか』 筑摩書房 2001 より）
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なぜ「橋渡し」ができたのか？

• 学生・院生時代
– ①実験用のコンピュータプログラムを作成・修正
②インターネットの発展時期に重なる

• 「これが無いと○○できない」という危機感

– 乳幼児相手の実験
• 説明の相手は母親 専門用語を使えない

– 様々な分野の人と、一つの問題を議論
• 分野が違うと、単語も研究のアプローチも違う

• 教育相談
– 相手は素人（親など） 専門用語を使えない

– 相談相手に少しでも益（お土産）を提供
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コミュニケーションについて

• 他者・他分野と共同で作業
– 言葉を媒介とせざるを得ない

所詮、言葉は「借り物」「道具」です

Denes and Pinson （1963）：”The speech chain” より一部改作
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できるだけ正確に伝達・理解

• 「わからない」のは誰のせい？
– 聞き手？　話し手？

– 自身が属する業界内での専門用語
業界外の人に分かるはずがない

• 聞き手が持つ知識や経験をもとに
新しい概念を提供する　 　教育

• 正確な用語、使ってますか？
– ちょっとした誤用が誤解のもと
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本日紹介する研究例

• 障害児教育（特別支援教育）関連の
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• 言語聴覚士（Speech Therapist）との共同開発
– パソコンでできる失語症者向け訓練ソフト
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• その他「教育」と「ＩＴ」に関連した、
最近の興味
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最近の興味

• 教育革新・技術革新の普及要因
– ｅラーニングの利用を促進させるためには？

– 社会学に先行研究が沢山ある！
（新しい農具の普及、新しい通信手段の普及等）

• ［教育］ と ［技術］のコーディネート
– 専門家間の「壁」あるいは「スキ間」の橋渡し

– それを可能にする人的要因とは？
自分自身の経験から考察

– 自分と同じ人生を歩ませるのは不可能
人材育成のカリキュラムに反映
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ご静聴、多謝。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


